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1. 冒険は続く

詳細については、下記までお問い合わせください：
シャリス・ヤディガログル
cy@mbandf.com
アルノー・レジュレ
arl@mbandf.com
MB&F SA, Route de Drize 2
CH-1227 Carouge, Switzerland
+41 22 508 10 38

フォルダ内容
他の言語でのプレスリリースとすべての製品画像（低解像度と
高解像度）にアクセスするには、ここをクリックしてください。

1. 冒険は続く
2. エディ・ジャケについて
3.  技術仕様
4. フレンズ
5.  コンセプトラボの誕生

www.mbandf.com

→←
レガシー・マシン スプリットエスケープメントに加わる新シリー
ズは 名工 エディ・ジャケがエングレービングを施したユニーク
ピース8点
2011年に初めてMB&Fのエングレービングを手がけたとき、エ
ディ・ジャケに委ねられたその作業とは、最初のレガシー・マシン
に搭載されたキャリバーのブリッジにカリ・ヴティライネンとジャ
ン＝フランソワ・モジョンの名前を彫り込むことでした。そこには
流れるような字体や言葉が完璧に刻まれていましたが、ヌーシャ
テルを拠点に活動するこの彫刻家がその才能を発揮したとはい
えませんでした。MB&Fの創設者マキシミリアン・ブッサーは次の
ように述べています。「MB&Fはエディと何年にもわたって協力し
てきたが、ムーブメント上にエディ・ジャケが名前を刻んでくれる
なんて、ストラディバリウスで『エリーゼのために』を演奏してもら
うようなもの。些細なものにこれほどの素晴らしい才能を使うな
んて、これ以上の贅沢は考えられない。」

しかし2021年、ジャケがMB&Fにさらなるコラボレーションの
意向を伝えたことからすべてが一変しました。テーブルを囲んで
会話をするうちにブレーンストーミングに発展し、そこから19世
紀のフランスの作家ジュール・ヴェルヌが浮かび上がります。その
小説や短編小説8作品からユニークピースのシリーズをクリエー
トすることになったのです。レガシー・マシン スプリットエスケープ
メントが選ばれたのは、ジュール・ヴェルヌの文学作品を表現する
エングレービングに利用できる面が広いためでした。

エディ・ジャケはシリーズの予備調査として、ジュール・ヴェルヌの
作品を読み尽くします。彼が読んだ小説と短編小説作品は60冊
にも及びます。選ばれたのは、彼の最も好きな作品『海底二万里』
のほか、『ハテラス船長の冒険』などあまり知られていない作品も
含まれます。レガシー・マシン スプリットエスケープメント「エディ・
ジャケ」8点は瞬く間に完成し、『八十日間世界一周』エディション
は2021年、GPHG（ジュネーブ時計グランプリ）でアーティスティ
ック・クラフト賞を受賞します。シリーズ最後の作品は2022年に
その所有者に届けられましたが、当然そこで疑問が湧き起こりま
す。「さて、次は？」

文字通り文学にインスパイアされた新作8点
MB&Fは、文学からのインスピレーションを第2シリーズに踏襲
することを決定します。青少年向けの有名な小説15作品のリスト
をエディに提案し、その中から8作品を選ぶことになりました。エ
ディは数週間から数ヶ月にわたって物語のページを繰った後に選
択を行います。彼が選んだのは次の作品です。

ダニエル・デフォー著『ロビンソン・クルーソー』
アレクサンドル・デュマ著『三銃士』
ジェイムズ・フェニモア・クーパー著『モヒカン族の最後』
ラドヤード・キップリング著『ジャングル・ブック』

ジャック・ロンドン著『野生の呼び声』
ハーマン・メルヴィル著『白鯨』
ロバート・ルイス・スティーヴンソン著『宝島』

（作者不詳）『ロビンフッド』

最初のジュール・ヴェルヌ シリーズと同様に、ジャケが描くイラス
トは、既存の芸術作品から取り入れたものではありません。すべ
て、アーティストであるジャケ自身が原作を読み、映画やコミック
などの二次創造物を見てクリエートしました。
エングレービングはいずれも、ジャケが想像力を羽ばたかせてス
トーリーのシーンと重要な瞬間を複雑な図柄として構成したもの
です。これらがレガシー・マシン スプリットエスケープメント（LM 
SE）のムーブメントの上で表現されるように特別に構想されまし
た。MB&Fは、当初検討された小説15作品のリスト以外では、制
作プロセスを通じてジャケが常に完全に自由に創作できるよう配
慮しました。

ジャケは創造性とエングレービング技術を最大限に発揮するとと
もに、LM SEエンジンの仕様と制約を考慮しなければなりません
でした。エングレービングのスペースとして、ムーブメントの地板と
なっている文字盤が指定されました。上面は平らですが実際には
エンジンのさまざまな部品に対応して裏側の厚みが異なっていま
す。文字盤全体に均一な厚みがあるかのようにエングレービング
を施すことは不可能でした。特定の部分に深いレリーフ彫りが必
要な場合は芸術作品のキャンバスにうっかり穴を開けないよう
に、薄い部分はどこか、慎重に確認しなければなりませんでした。

制作部門の側においても、オリジナルのレガシー・マシン スプリッ
トエスケープメントに多少の調整が加えられ、ジャケがエングレー
ビングペースを最大限に活用して存分に彼らしい「ノウハウ」を表
現できるようにしました。新しいオープンワークの日付ダイヤルと
パワーリザーブのサブダイヤル、よりワイドな文字盤が生まれまし
た。ワイドな文字盤を配するスペースを確保するために、ベゼルの
デザインはよりスリムになり、ケースのサイズも見直されました。
ベゼルとケースのサイズが変更されたため、直径が大きくなった
ドームはカーブを控えめにした新しい文字盤用サファイアクリス
タルを制作しなければなりませんでした。

シリーズ第2弾となるこれらのタイムピースは、ステンレススティー
ル製ケースとホワイトゴールド製地板上の黒いサブダイヤルがジ
ャケの精巧なエングレービングを囲む、珠玉の古典文学に命を吹
き込む作品となっています。各タイムピースにはジャケのサイン入
りオリジナルスケッチとルーペ システム拡大レンズ（6倍）が付属
しています。これらの作品の未来の所有者は、別次元の新たな発
見の旅へと誘われることでしょう。
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エングレービングについて
ユニークピースのそれぞれに、エディ・ジャケは自身の少年時代の
思い出を呼び起こす小説を選びました。これらの原作を読み返し
た後、文字盤のテンプレートに、1つの章全体のストーリー、ある
いはある段落の主要なシーンを彼自身のオリジナルスケッチで描
き出しました。『ジャングル・ブック』では、ジャケは、ラマの足元に
うずくまるモーグリを中心に、ラクシャ、バギーラ、バルーと、虎視
眈 と々少年を見つめるシア・カーンといったメインキャラクター全
員が集うシーンを創作しました。一方で『宝島』では、ジムが船から
飛び降りて海賊から逃げるシーンをとりあげていますが、これは
小説ではたった2つの文で描かれた場面です。

最終的な作品のサイズは直径約40mm。ですが、ストーリーのデ
ィテールが損なわれることは決してありません。それぞれの絵は、
アーティストが大きなキャンバスにその場面を描くのとまったく同
じ方法で描かれています。唯一の違いは、絵筆の代わりに彫刻家
のノミが用いられていることです。

ジャケは、この新シリーズにジュール・ヴェルヌ バージョンとは少
し異なるアプローチを採用します。各小説の主人公を各イラスト
の中心に据えているのです。登場人物は、文字盤6時位置の前景
に座ったり、ひざまずく姿で描かれることが多く、その場面の他の
要素はその上部分に展開されます。非常に小さいものも描かれて
いますが、ジャケはそれらに命を吹き込むためにできるだけ多く
のディテールを盛り込む必要がありました。『三銃士』の場面
は、10人の若者がバルコニーで2人の小さな人物と剣で戦う様
子が非常に精巧に描かれています。別の例は『モヒカン族の最後』
です。小さな人物が3人、キャンプファイヤーを囲んで座っていま
す。

肉眼では見ることができないこれらのディテールは、ルーペを使
うことで姿を現し、まったく別次元で鑑賞することができます。『ロ
ビンソン・クルーソー』には木製の十字架に何日経過したかを刻
んだタリーマーク（日本でいう「正」の字）が描かれていますが、こ
のタイムピースの所有者は拡大鏡なしにこれを見つけることはで
きないでしょう。各タイムピースにはアーティストによるオリジナル
スケッチが付属しています。アイデアを2次元の大きな紙から3次
元の立体へ、時計の文字盤へと写し取る複雑さを実感することが
できることでしょう。

この違いは、金属に最大限のコントラストをもたらすために、ジャ
ケが加工に工夫を凝らしていることにも表れています。道具の方
向によってさえも色に違いが生まれ、イラストの一つひとつに戯れ
る光が異なる質感をもたらすのです。ジャケはまた、金属の表面に
マット/ポリッシュ加工を使い分けて動きを際立たせます。タイム
ピースを動かしてみると、緻密な加工が施された表面は光の当た

り具合によってその場面の表情が変化し、ジャケの卓越したエン
グレービング技術をさらに堪能することができます。

ただし、課題はこれだけではありませんでした。文字盤の厚みはあ
る部分では1.15 mmあり、深い浮き彫りが十分に可能なスペー
スがありました。とりわけ脆弱な3つの部分では、文字盤の厚みは
わずか0.35 mmであり、複雑なディテールを持つエングレービ
ングの美しさ全体が損なわれないようにしながら、その箇所では
非常に軽いタッチが必要でした。

また、冒険の場面を描いた構図が、サブダイヤル、ブリッジ、ヘアス
プリングなど時計のさまざまな要素で部分的に隠れることによっ
て、モチーフがわかりづらくならないか、それぞれの場面について
細かく確認しなければなりませんでした。これらの制限が、その場
面を効果的に見せるために使用されているものもあります。『ロビ
ンソン・クルーソー』のサブダイヤルの1つは、主人公と仲間のフラ
イデーが海上の船を観察する場面で、望遠鏡を通して見る景色を
表すのに用いられています。

このLM スプリットエスケープメント「エディ・ジャケ」シリーズ第2
弾には、注目すべき点を数多く備えます。このタイムピースは、混雑
した室内で距離をおいて見ても、その外観のラインやユニークな
デザインが鑑賞者の目を捉えます。けれどもこれらの場面が姿を
現すのは、腕に装着した時なのです。そしてタイムピースの所有者
が拡大鏡を通してディテールに飛び込んで初めて、冒険の場面が
その魔法の力を発揮し始めるのです。こうした点で、これは小説そ
のものを読んでいるような気持ちにさせてくれる時計です。本の表
紙を目にして、次に裏表紙の宣伝文句を読んだが最後、物語の世
界に完全に没頭してしまう、そんな体験です。
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→←  2. エディ・ジャケについて

時計製造の世界にもれっきとしたロックスターが存在します。時計の
世界ではたちまち賞賛と敬意を呼び起こすビッグネームが存在する
のです。ジャン＝フランソワ・モジョン、カリ・ヴティライネン、ジャン＝
マルク・ヴィダレッシュ、ステファン・サルパネヴァ、エリック・クドレ、ス
テファン・マクドネルといった、ムーブメントを制作する時計師の仕事
ぶりは、国際的な時計製造愛好家に長きにわたって親しまれていま
す。デザイナーのエリック・ジルーやアラン・シルベスタインには、彼ら
を信奉し献身する熱心なファンがいます。しかし、同世代のアーティ
ストの中でも最も才能ある1人であり、文字盤のエングレービングを
通して稀代のストーリーテラーであるエディ・ジャケの名前を知るの
はごく少数の愛好家だけです。

エディ・ジャケは1965年、ヌーシャテル郊外の小さな村で生まれま
した。ラ・ショー・ド・フォンの応用美術学校で技術を学んだジャケは
卒業後も天職として、1987年から今日に至るまで絶えることなくエ
ングレービングのキャリアを積みました。完全に独立した1994年以
降は、時計の文字盤上に優美な芸術作品を生み出してきました。

彼の作品の多くは既存の物語や伝承に基づいていますが、そこには
神話創造のエスプリが豊かに脈打っています。ジュール・ヴェルヌの
小説をジャケがそのイマジネーションで新たに解釈し、手作業でハン
ドグレービングを施したユニークピース8点からなる最初の「レガシ
ー・マシン スプリットエスケープメント エディ・ジャケ限定エディショ
ン」は、このエスプリを余すところなく伝えています。エディ・ジャケは、
最初のレガシー・マシンに搭載されたムーブメントのブリッジに、彼の
技術を活用してカリ・ヴティライネンとジャン＝フランソワ・モジョン
の名前を彫り込んだ2011年以来、MB&Fの友であり続けています。
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→← 3. 技術仕様

青少年文学の古典8作品に着想を得てエディ・ジャケが文字盤にグ
レービングを施した8点のユニークピース：
ダニエル・デフォー著『ロビンソン・クルーソー』
アレクサンドル・デュマ著『三銃士』
ジェイムズ・フェニモア・クーパー著『モヒカン族の最後』
ラドヤード・キップリング著『ジャングル・ブック』
ジャック・ロンドン著『野生の呼び声』
ハーマン・メルヴィル著『白鯨』
ロバート・ルイス・スティーヴンソン著『宝島』

（作者不詳）『ロビンフッド』

エンジン
ステファン・マクドネルがMB&Fのために開発したムーブメント「LM 
スプリットエスケープメント」
スプリットエスケープメント（分割された脱進機）のテンプは文字盤の
上で吊り下げられ、アンクルとガンギ車はムーブメントの下側に配置。
2つのメインスプリングバレルを搭載した手巻き式。
パワーリザーブ：72時間
ムーブメント上部に従来型調整スクリューを備えた、専用の直径
14mmのテン輪。
全体に19世紀のスタイルを踏襲した最高の手仕上げ、面取り加工を
施した内部の縁（手作業で研磨）、研磨した面取り部、コート・ド・ジュ
ネーブ装飾、手作業によるエングレービング。
テンプの振動数：2.5Hz / 18,000bph
部品数：296
石数：35

機能＆表示
時・分、日付およびパワーリザーブインジケーター。
日付ダイヤルの横に、クイック日付調整用のプッシュボタン。

ケース
素材：ステンレススティール
サイズ：44.5 mm x 18.2 mm
部品数：50
防水性能：30m / 100フィート / 3気圧

サファイアクリスタル
表面と裏面のサファイアクリスタルはともに両面反射防止加工済み。

ストラップ＆バックル
ケースに合わせたステンレススティールのフォールディングバックル
付きダークネイビーの手縫いアリゲーターストラップ。
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→← 4. フレンズ

コンセプト：マキシミリアン・ブッサー（MB&F）
製品設計：エリック・ジルー 
技術・製造管理：セルジュ・クリクノフ（MB&F）
ユニークピースである文字盤プレート8点への手作業によるエン
グレービング： エディ・ジャケ
ムーブメントデザインと仕上げ仕様：ステファン・マクドネル & 
MB&F
ムーブメント開発：ステファン・マクドネル & MB&F
研究開発：ロバン・コトレル（MB&F）
メソッドとラボ：マエル・メンデル、アンソニー・ミュニエ、ヤニッ
ク・ジュルヌ（MB&F）

歯車、ブリッジ、ピニオン、軸：ジャン＝フランソワ・モジョン
（Chronode）、ポール＝アンドレ・タンドン（Bandi）、ダニエ
ル・ギュミ（Decobar Swiss）、ロドリグ・ボーム（Horlofab）
、バンジャマン・シニュード（AMECAP）、マルク・ボリス（2B8
）、Le Temps Retrouvé、D-Cojoux、Roud’Hor SA 
テン輪：セバスチャン・ジャンヌレ（Atokalpa）
ゼンマイ、ジャンパー： アラン・ぺレ（Elefil Swiss）
香箱：ステファン・シュワブ（Schwab-Feller）
ルビー：Pierhor、Crelier
ムーブメント手彫り：Glypto 
フレックスリング：Laser Automation
ムーブメント部品手仕上げ：リザ・バセッティ＝ロシャ&デニス・
ガルシア（C-L Rochat）、フローラン・ボリス（DSMI 
Electronics SA）、CV Décor、MBG Watch Décor、ステ
ファン&アレクシィ・グレコ（Rhodior SA）
PVD/CVD処理：ピエール＝アルベール・ステインマン
（Positive Coating） 
ムーブメント組み立て：ディディエ・デュマ、ジョルジュ・ヴェイジ
ー、アンヌ・ギテール、エマニュエル・メートル、アンリ・ポルトブ
フ、マチュー・ルクルトル、アマンディーヌ・バスクル、ロイック・
ロベール-ニクー（MB&F）
ケースとムーブメント部品：アラン・ルマルシャン、ジャン=バティ
スト・プレト、ヨアン・ジョイヤール、ステファニー・カヴァロ、ア
ルセーヌ・フートン（MB&F）
アフター・サービス：アントニー・モレノ（MB&F）
品質管理：シリル・ファレ、ジェニファー・ロングペ、アデリーヌ・
カンディグ（MB&F）
ケース装飾：Termin’Hor （FIFAJ ERGIN/FIFAJ 
HORLOGERIE）
文字盤と文字盤上のスーパールミノバ：Billight SA
バックル：G&F Châtelain 
リューズとコレクター：Boninchi
針：Waeber HMS
サファイアクリスタル：Novocristal
サファイアクリスタルの反射防止加工： アントニー・シュワブ
（Econorm） 
ストラップ：Multicuirs

化粧箱： オリヴィエ・ベルトン（Soixanteetonze）
プロダクションロジスティックス：アシュレイ・ムシエ、ティボ
ー・ジョアナール、ダヴィド・ガヴォット、ジャン=リュック・リュ
エル、キャロリーヌ・ウヴラール、エティエンヌ・マルカデ、バティ
スト・ローゼンフェルド、マリリン・ルヴェック、エミリー・ビュル
ニエ（MB&F）

マーケティングおよび広報：シャリス・ヤディガログルー、ヴァネ
ッサ・アンドレ、アルノー・レジュレ、ポール・ゲ、タルヤ・ラカン
（MB&F）
グラフィックデザイン：シドニー・ベイ（MB&F）
M.A.D.ギャラリー：エルヴェ・エティエンヌ & マルゴ・ディオニ
ジオ＝セラ（MB&F）
販売：ティボー・ヴェルドンク、ヴィルジニー・マルション、セドリ
ック・ルーセル、ジャン＝マルク・ボリー、バティスト・ユール、オ
ーギュスタン・シヴォ、マティス・ブラン、ヴィクトリア・ドゥ・サン
タントスト（MB&F）
テキスト：ソフィー・フュルレイ（WorldTempus）
製品撮影：ローラン=グザヴィエ・ムラン、エリック・ロシエ
映像：マルク＝アンドレ・デシュー（MAD LUX） & エリック・
ロシエ（MB&F）
ポートレート撮影：エリック・ロシエ（MB&F）
ウェブサイト：ステファン・バレ（Idéative）
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LM Split Escapement Eddy Jaquet

詳細については、下記までお問い合わせください：
シャリス・ヤディガログル
cy@mbandf.com
アルノー・レジュレ
arl@mbandf.com
MB&F SA, Route de Drize 2
CH-1227 Carouge, Switzerland
+41 22 508 10 38

フォルダ内容
他の言語でのプレスリリースとすべての製品画像（低解像度と
高解像度）にアクセスするには、ここをクリックしてください。
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← 5. コンセプトラボの誕生

2005年に設立されたMB&Fは、世界初の時計製作専門コンセ
プトラボとして傑出した創造性を誇ります。ブランドはこれまでに
20種類以上の秀逸なキャリバーを開発し、それらをベースにして
製作されたオロロジカル・マシンとレガシー・マシンは高い評価を
得てきました。そして現在も、創業者でありクリエイティブディレ
クターでもあるマキシミリアン・ブッサーのビジョンに基づき、従
来の時計作りの殻を破ってキネティックアートを思わせる立体感
豊かな作品を生み出し続けています。 

マキシミリアン・ブッサーは15年間にわたり高級腕時計ブランド
をマネージング。2005年ハリー・ウィンストンのマネージングディ
レクターの職を辞し、MB&F（マキシミリアン・ブッサー＆フレン
ズ）を創立しました。MB&Fは、ブッサーが尊敬し、働く喜びを分
かち合うことのできる才能あるオロロジカル職人を集め、先鋭的
なコンセプト・ウォッチのデザインと小規模生産を行う芸術的な
マイクロエンジニアリング・ラボです。

2007年、MB&Fは初のオロロジカル・マシンであるHM1を世に
送り出しました。HM1の彫刻のような立体的なケースと美しく仕
上げたエンジン（ムーブメント）は、同社の風変わりなオロロジカ
ル・マシンの基準となり、時を告げるためというより、「時を語る」
マシンが数多く生み出されました。こうして製作された奇想天外
なオロロジカル・マシンを通じて、宇宙やSF、大空、スーパーカー、
動物王国、建築といった多様なテーマを探求してきました。

2011年には、MB&Fはラウンドケースのレガシー・マシン コレク
ションを発表。MB&Fとしてはクラシカルなスタイルを採用したこ
れらのモデルは、19世紀の腕時計製造の卓越性に敬意を払いな
がら、往年の偉大な時計製造革新者とは異なる視点で複雑機構
を解釈することにより、現代的な芸術品に仕上がっています。ま
た、一部のレガシー・マシンには、コレクターのアクティブなライフ
スタイルに合わせて防水性と耐衝撃性を高めたEVO（エヴォ）エ
ディションも誕生しました。MB&Fは現代的で型破りなオロロジ
カル・マシンと、歴史からインスピレーションを得たレガシー・マシ
ンを交互に発表しています。

MB&Fの「F」が「フレンズ」（Friends）を表していることから分か
るように、優れたアーティストや時計職人、デザイナー、様々な分
野の製造業者をブランドにとっての「友人たち」と考え、協力関係
を築くことはごく自然な成り行きでした。 

そうした姿勢がブランドにもたらしたのが、パフォーマンスアート
とコラボレーション作品という新たな2つのジャンルでした。パフ
ォーマンスアート・モデルは、創造性豊かな社外のフレンドが
MB&Fのマシンをベースにしてアレンジを加え、新たな形で表現
した作品。一方のコラボレーション作品は、腕時計ではなく別のタ
イプのマシンで、MB&Fのアイデアとデザインに基づいて独創的
なスイスのマニュファクチュールが設計、製造を行います。レペ
1839と共同で製作されたクロックなど、コラボレーション作品の

多くは時間を知らせるマシンとなり、リュージュやカランダッシュ
とのコラボレーションでは別の種類のメカニカル・アートが創作
されました。

ブッサーは、こうして誕生したあらゆるマシンにその魅力を発揮で
きる舞台を与えるため、従来型のブティックに陳列するのではな
く、他のアーティストによる多彩なメカニカル・アートとともにアー
トギャラリーに展示することを思いつきました。このアイデアによ
り、ジュネーブに最初のMB&F M.A.D.ギャラリーが設立され（

「M.A.D.」はMechanical Art Devices：メカニカル・アート・デ
バイスの略）、その後、ドバイにもM.A.D.ギャラリーがオープン。ま
た、シンガポール、台北、パリ、ビバリーヒルズには、より小規模な
スペースに限られた数の作品を展示するMB&Fラボが誕生しま
した。

MB&Fがこれまでに成し遂げた革新的な成果に対しては、いくつ
もの権威ある賞が与えられてきました。いくつか例を挙げると、名
高い「ジュネーブ ウォッチ グランプリ」においては、その年の最も
優れた時計に授与される最高賞「金の針賞（エギュイユ・ドール）」
を含めた、9つものグランプリを獲得しています。2022年、LM シ
ーケンシャル エヴォが「金の針賞」を受賞。またM.A.D.1 レッド
が「チャレンジウォッチ賞」を受賞しました。2021年にはLMXが「
ベスト メンズ コンプリケーション賞」を、そしてLM スプリットエ
スケープメント エディ・ジャケ「Around The World in Eighty 
Days」が「アーティスティック・クラフト賞」を受賞。2019年には
LM フライングTが「ベスト レディース コンプリケーション賞」を
受賞し、2016年にはレガシー・マシン・パーペチュアルが「ベスト 
カレンダー ウォッチ賞」を、2012年にはレガシー・マシン No.1が

「パブリック賞（時計ファンによる投票）」と「最優秀メンズウォッチ
賞（プロの審査員による投票）」をダブル受賞しました。また2010
年には、HM4サンダーボルトで「最優秀コンセプト＆デザインウ
ォッチ賞」を受賞。さらに2015年には、HM6スペースパイレート
が国際的な「レッドドット・デザイン賞」において最優秀賞である「
レッドドット：ベスト・オブ・ザ・ベスト賞」を受賞しています。
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